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２２  県県経経済済のの規規模模とと構構造造  

下の図は、平成２７年の本県における経済の規模と循環構造を単純に図式化したものになります。 

 
 

平平成成２２７７年年（（２２００１１５５年年））  和和歌歌山山県県経経済済のの規規模模とと循循環環構構造造  

 
 

単位：億円

中間生産物の取引 消費 30,113 投資 8,879 移輸出

・家計外消費支出 1,085
・県内総固定

資本形成（公的）
3,698 27,493

・民間消費支出 20,428
・県内総固定

資本形成（民間）
5,803

・一般政府消費支出 8,600 ・在庫純増 -623

粗付加価値 37,083 県際収支

・家計外消費支出 1,085 -1,910

・雇用者所得 16,384

・営業余剰 8,113

・資本減耗引当 9,026

・純間接税

（間接税－補助金）
2,474

移輸入 29,403

（注）四捨五入の関係で、内訳は必ずしも一致しません。

総需要（＝総供給）102,959

県内生産額 73,556 移輸入 29,403

中間需要 36,474 最終需要 66,486
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この図を供給面である縦方向（列）に見ると、平成２７年の和歌山県で生産された財・サービス

の総額である県内生産額は7兆3,556億円となっており、これに県外からの供給となる移輸入額の2

兆9,403億円を加えた10兆2,959億円が総供給額になっています。また、県内生産額のうち、生産

活動に必要な原材料や燃料等である中間投入額が3兆6,474億円投入されており、付加価値となる労

働や資本等からなる、粗付加価値額3兆7,083億円が生み出されていることが分かります。 
 

次に、需要面である横方向（行）に見ると、県内生産額に移輸入を加えた財・サービス10兆

2,959億円が供給（総供給）され、そのうちの7兆5,466億円が県内需要として県内で使用されて

おり、2兆7,493億円が県外に移輸出されています。また、県内需要のうち3兆6,474億円が生産の

ための原材料等として消費されており（中間需要）、残りの3兆8,992億円が家計消費や投資等とな

る県内最終需要額に回っていることが分かります。 
 
 

 

 


